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〈編集後記〉

50リ ッ トルのべ ッセルに液体窒素 を汲 み終わるころには、一編がち ょうど読み終 わる よ

うな長 さで書かれていたのだ と知ったのは、編集委員 に加 えていただいた後で した。 この

二つ とも好 ま しくないことですが、1.最 近は 自身で窒素 を汲 む機会が無 い し、2.そ う

いえば最近 は自身で投稿 するネ タがない、一編 の記事の長 さを"現 場"で 確 かめる術 な く

今 日に至 ってお ります。本誌は阪大 オ リジナルをモ ッ ト}に 編集 されてい ます。さて、「オ

リジナル」 な研究 とは…?人 まねは もちろん、人のやった続 きや、ち ょっ と目新 しいだ

け じゃだめだ よ、 となると、自分がや ってい る仕事が 「オリジナル」 といえるか どうか難

しい。「たよ り」 に投稿 で きる研 究 を目指 してみ よう、 と紙面 で決意 を述べ させていただ

きます。

再 び、「窒素汲 み」 の話に戻 りますが、かつ て自分が汲み に行 った時 は 「実験 メモ」 の

ような記事ばか層りを探 して読 んでいたような気 が します。い ま、手元の最近 の冊子 を取 り

出 してみ ると、「技術 ノー ト」 の数が少 ない ように思い ました。皆 さん、 ちょっと したノ

ウハ ウやテクニ ックをどんどん紹介 してみませんか。

最後 にな りましたが、本号 も読み応 えのある充実 した内容 になってお ります。お忙 しい

中ご執筆いただ きました先生方、あ りが とうござい ました。(清 水克哉)
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表紙説 明:X線 観測衛 星チ ャン ドラ によるカシオペ アAのX線 像。可視 光 に匹敵 する

解像度 を有 し、 中心 には中性子 星が見 えている。(本 文p.8参 照)


